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【目的】患者の症状、原疾患、合併症、既往歴（以下、「併発疾患」という）を考

慮した薬の適正使用は、臨床において常に求められるところである。しかし、併

発疾患に対して禁忌など投与制限のある薬を膨大な医薬品情報の中から把握した

上で適確に患者の情報を聞き取ることは、医療従事者の知識や経験だけでは補い

きれない。そこで、医療従事者が患者の併発疾患情報を聞き取ることは勿論のこ

と、患者自身も自分の併発疾患を医療従事者へ伝え易くする必要があると考え、

併発疾患に対して該当する禁忌や原則禁忌といった投与制限のある薬を容易に監

査し、患者自身も活用することが可能なデータベースの構築を試みた。 
【方法】薬の投与に際して、添付文書の禁忌欄等に記載の投与制限のある代表的

な２４疾患（以下、「禁忌病名」という）を選定した。選定した禁忌病名は、患者

自身が自分の原疾患や既往歴の理解と、それらを医療従事者に伝える際の表現を

考慮して作成した。更に、添付文書の禁忌、原則禁忌、慎重投与、重要な基本的

注意の欄に様々な表現で記載されている併発疾患を添付文書から全て抽出し、禁

忌病名と紐付けた。併発疾患の抽出の際は、添付文書の記載内容から禁止・原則

禁止・相対禁止・希望禁止・慎重投与・注意の６段階に分類し、制限レベルとし

て付与した。 
【結果・考察】今回構築したデータベースは、添付文書に記載されている情報を

基に「禁忌病名⇔併発疾患⇔制限レベル⇔処方薬」がリンクされているため、患

者の禁忌病名に対して投与の制限がある薬の監査を、迅速かつ網羅的に行うこと

が可能である。更に、本データベースにおける禁忌病名は、患者にもわかりやす

い表現で作成したため、患者対応時に本件データベースをタブレット端末などに

搭載し患者自身が自分の禁忌病名を直接登録することで、患者情報や人員の限ら

れた在宅医療の環境においても薬の適正使用の今後の発展に寄与できるものと考

える。 
 


